
つづき交流ステーション 平成 1７年度事業評価表 

評価項目 運営委員会の自己評価 区役所の評価 

（１）区民間の交流 

を 促 進 し て い る 

か。 

１ ２ ③ 

総アクセス数は年間 350,671 件で、 年度 

末の３月は 55,166 件と目標の 3 万件を 

大幅に超過達成。「交ステ掲示板」等に 

より交流を拡大。オフ会・研修会（計７ 

回）にも区民の参加を呼びかけた。区役 

所１階で転入者に配る封筒一式の中に 

交ステのチラシを入れてもらいＰＲ。 

１ ② ３ 

アクセス数は前年度を上回り、また、つ 

づきリサイクルマーケットのコーナー 

を開設するなどによって、交流の輪が広 

がりつつある。 

（２）区民と行政の 

交流を促進してい 

るか。 

１ ② ３ 

都筑区主催のイベントをホームページ 

で紹介。運営会議に区役所職員が参加。 

オフ会等にも行政が参加。市民と行政と 

の交流を、インターネットを通じて行っ 

ている先進事例（大和市）の勉強会を実 

施し、職員も参加した。 

１ ② ３ 

「都筑・なんでもイベントカレンダー」 

による区役所主催イベントの紹介や、 

「区民レポーターが行く！」での区役所 

開催イベントのレポートを通じて、交流 

が行われている。 

（３）都筑区の魅力 

を区 の内 外へ発 

信して都筑区への 

関 心や 愛着を高 

めているか。 

１ ２ ③ 

８プロジェクト（更新は月 10～15 回） 

の継続、その中で区民レポーターによる 

報告（17 件）、「イベントカレンダー」、 

「交ステ掲示板」、「ＷＥＢ ＢＬＯＧ」 

等で都筑区の魅力情報を発信した。 

１ ２ ③ 

平成 17 年４月にトップページがリニュ 

ーアルされ、見やすさと親しみやすさの 

両方をより効果的に演出できた。情報発 

信テーマの拡充や頻度の高いページの 

更新が、魅力発信に役立っている。 

（４）読者の満足度 

を 把 握 し て い る 

か。 

１ ② ３ 

読者からの投稿、「つづき人交流フェス 

タ」でのパネル展示等を通じて、区民の 

満足度をチェック。チラシで交ステをＰ 

Ｒ。掲示板等で読者の意見を把握しなが 

ら、企画に反映させている。 

１ ② ３ 

平成 16 年度の事業評価を踏まえて、掲 

示板を新たに活用して意見を把握した 

など、読者満足度の把握に向けた努力が 

見受けられる。 

（５）役割を果たし 

ているか。 

１ ２ ③ 

ステーションの運営を確実に実施。運営 

委員 （1３名） 制作ボランティア （1２名） 

区民レポーター（２０名）の体制で技術 

レベルを自己啓発。自立のための事業に 

ついてもＨＰ委託など一部実行。 

１ ２ ③ 

スタッフの募集・養成、ホームページの 

運営管理などの事業を自主的かつ確実 

に実施している。また、アクセス数の順 

調な伸びからも成果を上げていること 

がわかる。



（６）予算の執行は 

適切か。 

１ ② ３ 

会計責任体制、会計ルールの下、月次の 

出納管理を徹底した。途中、会計担当が 

交代したが、 継続して予算を管理。 また、 

監査による内部会計監査を実施し、予算 

の執行状況を調査した。 

１ ② ３ 

当初の予算を超過することなく、適切な 

執行ができた。また、広告の掲載などの 

自主財源の確保に向けた取組も行った。 

評価点数・・・１：着実な実施状況ではない ２：着実な実施状況 ３：特に優れた実施状況 

総合的な評価 

今期は本格的に活動した初年度に当た 

る。協働事業によるホームページの管理 

は、まだ実例が少なく、実績を一つずつ 

積み上げながら運営した。広く区民に認 

知してもらい、アクセス数を拡大するこ 

とにチャレンジし、目標を達成した。た 

だ、自立への課題はまだ残っている。 

ページ更新や企画ページの拡充により、 

「つづき交流ステーション」 が都筑の魅 

力発信や交流促進としての役割を果た 

している。 今後も引き続き魅力的なペー 

ジを発信し続けることを期待するとと 

もに、 自主運営に向けた取組が必要であ 

る。


